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129 自死遺族のメンタルヘルス等の諸問題について

自
死
遺
族
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て

︱︱
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
︱︱

平　

山　

正　

実

は
じ
め
に

わ
が
国
に
お
い
て
自
死
で
亡
く
な
っ
た
人
の
数
は
﹆
一
九
八
八
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
一
二
年
間
﹆
毎
年
三
万
人
の
大
台
に
の
っ
た

ま
ま
﹆
い
っ
こ
う
に
減
る
気
配
が
な
い
。
一
人
の
自
殺
者
の
背
後
に
は
﹆
最
低
五
～
六
人
の
関
係
者
﹆
つ
ま
り
﹆
自
殺
者
に
関
連
し
た
遺
族

が
い
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
﹆
こ
れ
を
自
死
遺
族
︵
以
下
遺
族
︶
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
︵
自
殺
遺
族
と
名
づ
け
る
か
﹆
自
死
遺
族
と
す
る

か
の
論
議
は
﹆
拙
著
⎠
1
⎝

参
照
の
こ
と
︶。
こ
こ
で
言
う
遺
族
と
は
﹆
自
殺
に
よ
り
親
族
等
を
亡
く
し
た
者
を
指
す
。
具
体
的
に
は
﹆
親
子
﹆
配

偶
者
﹆
兄
弟
姉
妹
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
﹆
親
戚
﹆
友
人
﹆
恋
人
﹆
知
人
﹆
同
僚
な
ど
﹆
自
殺
し
た
人
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た

人
も
含
ま
れ
る
。

自
殺
者
の
遺
族
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
及
び
か
れ
ら
の
支
援
の
重
要
性
は
﹆
す
で
に
﹆
国
が
定
め
た
自
殺
対
策
基
本
法
︵
平
成
一
八

年
︶
に
お
い
て
﹆
第
一
章
総
則
﹆
第
一
条
に
﹁
自
殺
者
の
親
族
等
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
り
﹆
も
っ
て
国
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
﹂
と
唱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
﹆
第
七
条
で
は
﹁
親
族
等
の
名
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誉
及
び
生
活
の
平
穏
に
十
分
に
配
慮
し
﹆
い
や
し
く
も
こ
れ
ら
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
﹆
第
二
章
第
十
八
条
で
は
﹁
親
族
等
に
及
ぼ
す
深
刻
な
心
理
的
影
響
が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
﹆
当
該
親
族
等
に
対
す
る
適

切
な
支
援
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
﹆
自
殺
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
﹆
政
府
が
推

進
す
べ
き
自
殺
対
策
の
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ
た
自
殺
総
合
対
策
大
綱
第
2
の
3
で
は
﹆﹁
未
遂
者
や
遺
族
等
へ
の
事
後
対
応
に
つ
い
て
は
﹆

再
度
の
自
殺
や
後
追
い
自
殺
を
防
ぐ
こ
と
も
期
待
さ
れ
﹆
将
来
の
事
前
予
防
に
も
つ
な
が
る
﹂
と
唱
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
﹆
日
本
の
政
府
は
﹆
自
殺
予
防
だ
け
で
は
な
く
﹆
遺
族
の
ケ
ア
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
上
に

立
っ
て
﹆
本
調
査
は
行
わ
れ
た
。

周
知
の
ご
と
く
﹆
自
死
に
よ
る
遺
族
の
場
合
は
﹆
他
の
死
別
と
異
な
る
側
面
を
多
く
も
っ
て
い
る
。
自
死
は
﹆
死
の
形
態
か
ら
み
て
も
﹆

突
然
死
で
あ
り
﹆
事
件
死
で
も
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
﹆
自
死
に
偽
装
し
た
殺
人
で
あ
る
場
合
も
皆
無
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
﹆
事
故
死
と

し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
社
会
的
背
景
を
調
べ
て
み
る
と
﹆
家
族
関
係
﹆
経
済
・
生
活
問
題
﹆
健
康
問
題
﹆
性
格
傾
向
﹆
死
生
観
な

ど
﹆
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
﹆
遺
族
の
悲
嘆
に
伴
い
﹆
心
身
の
変
調
﹆
行
動
や
生
活
上
の
変
化
﹆
二
次
被

害
の
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
そ
し
て
﹆
遺
族
自
身
の
心
理
は
﹆
極
め
て
複
雑
な
も
の
が
あ
る
。
た
と
え

ば
﹆
か
れ
ら
は
﹁
自
分
の
心
の
中
を
だ
れ
に
も
触
れ
て
も
ら
い
た
く
な
い
﹂
と
い
っ
た
自
閉
的
な
感
情
や
﹆﹁
自
分
が
生
き
て
い
て
申
し
訳

な
い
こ
と
を
し
た
﹂
と
い
っ
た
罪
責
感
﹆﹁
な
ぜ
﹆
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
づ
け
な
か
っ
た
の
か
﹂
と
い
っ
た
後
悔
﹆﹁
先
に
死
ん
で
し
ま
っ
て

卑
怯
な
奴
だ
﹂
と
い
っ
た
怒
り
の
感
情
な
ど
で
揺
れ
て
い
る
。

し
か
し
﹆
こ
う
し
た
遺
族
の
悲
嘆
は
﹆
正
常
反
応
と
言
わ
れ
﹆
と
く
に
専
門
家
が
介
入
し
な
く
て
も
﹆
し
ば
ら
く
た
つ
と
﹆
緩
和
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

他
方
﹆
極
く
少
数
の
人
々
は
﹆
専
門
家
の
助
け
を
求
め
て
﹆
精
神
科
の
外
来
を
訪
れ
る
。
日
本
で
は
﹆
ま
だ
精
神
医
療
へ
の
偏
見
が
強

く
﹆
そ
の
敷
居
は
高
い
。
今
回
は
そ
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
﹆
直
接
﹆
精
神
科
外
来
を
受
診
し
た
遺
族
二
〇
名
に
対
し
て
﹆
そ
の
背
景
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131 自死遺族のメンタルヘルス等の諸問題について

に
あ
る
自
死
者
の
実
態
や
か
れ
ら
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
﹆
専
門
家
の
遺
族
に
対
す
る
面
接
調
査
は
少
な
く
な
い
が
﹆
助
け
を
求
め
て
自
ら
精
神
科
外
来
を
訪
れ
た
ケ
ー
ス
を
分
析
し
た

例
は
数
少
な
い
。
こ
の
点
に
﹆
今
回
の
調
査
の
独
自
性
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

1
．
研
究
方
法
に
つ
い
て

某
精
神
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
た
遺
族
二
〇
名
の
カ
ル
テ
に
よ
り
﹆
遺
族
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
の
は
﹆
平
成
一
七
年
三
月
か
ら
平
成
二
一
年
一
一
月
ま
で
の
間
に
受
診
し
た
人
達
で
﹆
受
診
時
点
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

三
年
以
内
に
自
死
者
を
出
し
た
遺
族
に
つ
い
て
調
べ
た
。

︿
倫
理
的
配
慮
﹀　

本
研
究
に
際
し
て
は
﹆
聖
学
院
大
学
大
学
院
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
倫
理
委
員
会
の
承
認
を
得
て
い
る
。
な
お
﹆
事
例
の
記

述
に
あ
た
っ
て
は
﹆
個
人
の
特
定
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
情
報
を
削
除
﹆
も
し
く
は
事
例
の
本
質
に
影
響
し
な
い
範
囲
で
加
工
し
﹆
最
大

限
の
匿
名
化
に
配
慮
し
た
。
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2
．
調
査
結
果

（
a
）
自
死
者
と
遺
族
と
の
関
係

ま
ず
﹆
外
来
を
訪
れ
た
遺
族
か
ら
み
て
﹆
自
死
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
﹆
と
い
う
こ
と
を
調
べ
た
結
果
﹆
子
ど
も
︱
一
三

名
︵
六
五
％
︶﹆
同
胞
︱
三
名
︵
一
五
％
︶﹆
親
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
配
偶
者
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
お
い
︱
一
名
︵
五
％
︶
で
あ
っ
た
︵
表
1

︱
（1）
︶。

次
に
﹆
自
死
者
か
ら
み
て
﹆
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
訪
し
た
遺
族
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
﹆
と
い
う
点
に
つ
い
て
調
べ
た
。
そ
の

結
果
﹆
母
親
︱
一
一
名
︵
五
五
％
︶﹆
父
親
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
夫
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
妻
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
娘
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
弟
︱

二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
妹
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
お
ば
︱
一
名
︵
五
％
︶
で
あ
っ
た
︵
表
2
︱
（2）
︶。

（
b
）
遺
族
に
つ
い
て

︵
1
︶
遺
族
の
属
性

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
訪
れ
た
遺
族
二
〇
名
の
内
﹆
主
婦
︱
一
一
名︵
五
五
％
︶﹆
医
療
従
事
者
︱
四
名︵
二
〇
％
︶﹆
管
理
者
︱
二
名︵
一
〇
％
︶﹆

技
術
者
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
学
生
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
無
職 

︱
一
名
︵
五
％
︶
で
あ
っ
た
︵
表
3
︶。
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133 自死遺族のメンタルヘルス等の諸問題について

遺族との関係 人数 （％）

子ども 13 （65）

同　胞 3 （15）

親 1 （  5）

配偶者 2 （10）

お　い 1 （  5）

表1　自死者と遺族との関係（1）

自死者から見た
遺族との関係 人数 （％）

母　親 11 （55）

父　親 2 （10）

夫 1 （  5）

妻 1 （  5）

娘 1 （  5）

弟 2 （10）

妹 1 （  5）

お　ば 1 （  5）

表2　自死者と遺族との関係（2）

職　業 人数 （％）

主　婦 11 （55）

医療従事者 4 （20）

管理者 2 （10）

技術者 1 （  5）

学　生 1 （  5）

無　職 1 （  5）

表3　遺族の属性

年　齢 人数 （％）

10代 0

20代 2 （10）

30代 1 （  5）

40代 6 （30）

50代 6 （30）

60代 2 （10）

70代 2 （10）

80代 1 （  5）

表5　遺族の年齢分布

経　路 人数 （％）
ボランティア団体

（自死遺族支援関係） 8 （28）

インターネット 5 （18）

家　族 3 （11）

書　籍 3 （11）

新　聞 2 （7）

知　人 2 （7）

テレビ 2 （7）
ボランティア団体
（自殺防止関係） 2 （7）

福祉関係者 1 （4）

表6　遺族の受診経路

性　別 人数 （％）

男 5 （25）

女 15 （75）

表4　遺族の男女別

（複数回答）
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︵
2
︶
遺
族
の
男
女
別

男
性
︱
五
名
︵
二
五
％
︶﹆
女
性
︱
一
五
名
︵
七
五
％
︶
で
﹆
女
性
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
︵
表
4
︶。

︵
3
︶
遺
族
の
年
齢
分
布

二
〇
代
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
三
〇
代
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
四
〇
代
︱
六
名
︵
三
〇
％
︶﹆
五
〇
代
︱
六
名
︵
三
〇
％
︶﹆
六
〇
代
︱
二
名

︵
一
〇
％
︶﹆
七
〇
代
︱
二
名
︵ 
一
〇
％
︶﹆
八
〇
代
︱
一
名
︵
五
％
︶
で
あ
っ
た
︵
表
5
︶。
一
〇
代
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
﹆
こ
の
よ

う
な
遺
族
体
験
者
が
い
な
い
と
い
う
よ
り
﹆
精
神
科
外
来
に
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
を
勧
め
る
人
が
い
な
い
こ
と
や
﹆
か
れ
ら
に
対
し
て
情
報

を
提
供
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

︵
4
︶
遺
族
の
受
診
経
路

遺
族
支
援
を
目
的
と
す
る
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
の
情
報
︱
八
名
︵
二
八
％
︶﹆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
︱
五
名

︵
一
八
％
︶﹆
家
族
か
ら
の
情
報
︱
三
名
︵
一
一
％
︶﹆
書
籍
︱
三
名
︵
一
一
％
︶﹆
新
聞
︱
二
名
︵ 

七
％
︶﹆
知
人
︱
二
名
︵
七
％
︶﹆
テ
レ

ビ
︱
二
名︵
七
％
︶﹆
自
殺
防
止
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
の
情
報
︱
二
名︵
七
％
︶﹆
福
祉
関
係
者
︱
一
名︵
四
％
︶

︵
表
6
︶。

︵
5
︶
今
回
調
査
し
た
某
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
診
前
に
お
け
る
遺
族
の
精
神
科
通
院
歴
︵
1
︶︵
自
死
者
の
自
死
既
遂
前
︶

通
院
の
既
往
あ
り
︱
一
一
名
︵
五
五
％
︶﹆
通
院
の
既
往
な
し
︱
九
名
︵
四
五
％
︶︵
表
7
︶。
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135 自死遺族のメンタルヘルス等の諸問題について

通院歴の有無 人数 （％）

有 11 （55）

無 9 （45）

表7	 今回調査した某クリニック受診
前における遺族の精神科通院歴

	 （自死者の自死既遂前）

既往歴 人数 （％）

うつ病 7 （64）

不眠症 2 （18）

不登校･家庭内暴力 1 （  9）

アルコール依存 1 （  9）

表9　遺族の精神疾患等の既往歴

期　間 人数 （％）

～6ヵ月 7 （35）

7ヵ月～1年 6 （30）

1年1ヵ月～2年 4 （20）

2年1ヵ月～3年 3 （15）

表10	 自死時から今回調査した某クリ
ニック受診時までの期間

期　間 人数 （％）

1～5回 7 （35）

6～10回 4 （20）

11～20回 6 （30）

21回以上 3 （15）

表11　遺族の受診回数

精神症状 人数 （％）

罪責感 12 （15）

怒り 12 （15）

不安 8 （10）

気分の波
（日内変動） 8 （10）

希死念慮 8 （10）

抑うつ 7 （  9）

意欲低下 7 （  9）

ひきこもり 5 （  5）

悲哀感 5 （  5）

焦燥感 3 （  4）

恐怖感 2 （  2）

失感情症 1 （  1）

離人感 1 （  1）

非現実感 1 （  1）

表12　精神症状

通院歴の有無 人数 （％）

有 7 （35）

無 13 （65）

表8	 今回調査した某クリニック受診
前における遺族の精神科通院歴

	 （自死者の自死既遂後）

（複数回答）
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︵
6
︶
今
回
調
査
し
た
某
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
診
前
に
お
け
る
遺
族
の
精
神
科
通
院
歴
︵
2
︶︵
自
死
者
の
自
死
既
遂
後
︶

通
院
の
既
往
あ
り
︱
七
名
︵
三
五
％
︶﹆
通
院
の
既
往
な
し
︱
一
三
名
︵
六
五
％
︶︵
表
8
︶。

︵
7
︶
遺
族
の
精
神
疾
患
等
の
既
往
歴

う
つ
病
︱
七
名
︵
六
四
％
︶﹆
不
眠
症
︱
二
名
︵
一
八
％
︶﹆
不
登
校
・
家
庭
内
暴
力
︱
一
名
︵
九
％
︶﹆
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
︱
一
名

︵
九
％
︶︵
表
9
︶。

︵
8
︶
自
死
時
か
ら
今
回
調
査
し
た
某
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
診
時
ま
で
の
期
間

六
ヵ
月
以
内
︱
七
名
︵
三
五
％
︶﹆
七
ヵ
月
～
一
年
︱
六
名
︵
三
〇
％
︶﹆
一
年
一
ヵ
月
～
二
年
︱
四
名
︵
二
〇
％
︶﹆
二
年
一
ヵ
月
～
三

年
︱
三
名
︵
一
五
％
︶︵
表
10
︶。

︵
9
︶
遺
族
の
受
診
回
数

一
～
五
回
︱
七
名
︵
三
五
％
︶﹆
六
～
一
〇
回
︱
四
名
︵
二
〇
％
︶﹆
一
一
～
二
〇
回
︱
六
名
︵
三
〇
％
︶﹆
二
一
回
以
上
︱
三
名
︵
一
五
％
︶

︵
表
11
︶。

︵
10
︶
精
神
症
状
︵
複
数
回
答
︶

罪
責
感
︱
一
二
名
︵
一
五
％
︶﹆
怒
り
︱
一
二
名
︵
一
五
％
︶﹆
不
安
︱
八
名
︵
一
〇
％
︶﹆
気
分
の
波︵
日
内
変
動
︶︱
八
名
︵
一
〇
％
︶﹆

希
死
念
慮
︱
八
名
︵
一
〇
％
︶﹆
抑
う
つ
︱
七
名
︵
九
％
︶﹆
意
欲
低
下
︱
七
名
︵
九
％
︶﹆
ひ
き
こ
も
り
︱
五
名
︵
五
％
︶﹆
悲
哀
感
︱
五
名

︵
五
％
︶﹆
焦
燥
感
︱
三
名
︵
四
％
︶﹆
恐
怖
感
︱
二
名
︵
二
％
︶﹆
失
感
情
症
︱
一
名
︵
一
％
︶﹆
離
人
感
︱
一
名
︵
一
％
︶﹆
非
現
実
感
︱
一
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137 自死遺族のメンタルヘルス等の諸問題について

名
︵
一
％
︶︵
表
12
︶。

︵
11
︶
身
体
症
状
︵
複
数
回
答
︶

不
眠
︱
一
〇
名
︵
三
四
％
︶﹆
易
疲
労
感
︱
四
名
︵
一
四
％
︶﹆
動
悸
︱
四
名
︵
一
四
％
︶﹆
食
欲
不
振
︱
四
名
︵
一
四
％
︶﹆
ふ
る
え
︱
一

名
︵
三
％
︶﹆
胸
痛
︱
一
名
︵
三
％
︶﹆
下
痢
︱
一
名
︵
三
％
︶﹆
便
秘
︱
一
名
︵
三
％
︶﹆
冷
や
汗
︱
一
名
︵
三
％
︶﹆
頭
痛
︱
一
名
︵
三
％
︶﹆

ふ
ら
つ
き
︱
一
名
︵
三
％
︶﹆
め
ま
い
︱
一
名
︵
三
％
︶︵
表
13
︶。

以
上
﹆
自
死
者
と
遺
族
と
の
関
係
︵
1
︶～︵
2
︶︵
表
1
～
表
2
︶
と
遺
族
に
関
す
る
事
柄
︵
3
︶～︵
11
︶︵
表
3
～
13
︶
を
分
析
し
た
。

（
c
）
自
死
者
に
つ
い
て

︵
12
︶
自
死
者
の
属
性

無
職
︱
九
名
︵
四
五
％
︶﹆
学
生
︱
六
名
︵
三
〇
％
︶﹆
主
婦
︱
三
名
︵
一
五
％
︶﹆
会
社
員
︱
一
名
︵
一
〇
％
︶︵
表
14
︶。

︵
13
︶
自
死
者
の
男
女
別

男
性
︱
一
一
名
︵
五
五
％
︶﹆
女
性
︱
九
名
︵
四
五
％
︶︵
表
15
︶。

︵
14
︶
自
死
者
の
年
齢
分
布

一
〇
代
︱
六
名
︵
三
〇
％
︶﹆
二
〇
代
︱
六
名
︵
三
〇
％
︶﹆
三
〇
代
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
四
〇
代
︱
三
名
︵
一
五
％
︶﹆
五
〇
代
︱
一
名
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遺族との関係 人数 （％）

不　眠 10 （34）

易疲労感 4 （14）

動　悸 4 （14）

食欲不振 4 （14）

ふるえ 1 （  3）

胸　痛 1 （  3）

下　痢 1 （  3）

便　秘 1 （  3）

冷　汗 1 （  3）

頭　痛 1 （  3）

ふらつき 1 （  3）

めまい 1 （  3）

表13　身体症状

職　業 人数 （％）

無　職 9 （45）

学　生 6 （30）

主　婦 3 （15）

会社員 1 （10）

表14　自死者の属性

性　別 人数 （％）

男　性 11 （55）

女　性 9 （45）

表15　自死者の男女別

年　齢 人数 （％）

10　代 6 （30）

20　代 6 （30）

30　代 2 （10）

40　代 3 （15）

50　代 1 （  5）

60　代 1 （  5）

70　代 1 （  5）

表16　自死者の年齢分布

通院歴の有無 人数 （％）

有 15 （75）

無 5 （25）

表17　自死者の精神科通院歴の有無

既往歴 人数 （％）
中・高校生時代
から不登校、
家庭内暴力

3 （20）

うつ病 3 （20）

感情障害＋
統合失調症 2 （13）

摂食障害 2 （13）

自殺未遂歴 2 （13）

統合失調症 2 （13）

リストカット 1 （  7）

表18　自死者の精神疾患等の既往歴
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139 自死遺族のメンタルヘルス等の諸問題について

︵
五
％
︶﹆
六
〇
代
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
七
〇
代
︱
一
名
︵
五
％
︶︵
表
16
︶。

︵
15
︶
自
死
者
の
精
神
科
通
院
歴
の
有
無

有
り
︱
一
五
名
︵
七
五
％
︶﹆
無
し
︱
五
名
︵
二
五
％
︶︵
表
17
︶。

︵
16
︶
自
死
者
の
精
神
疾
患
等
の
既
往
歴

中
・
高
生
時
代
か
ら
不
登
校
・
家
庭
内
暴
力
︱
三
名
︵
二
〇
％
︶﹆
う
つ
病
︱
三
名
︵
二
〇
％
︶﹆
感
情
障
害
＋
統
合
失
調
症
︱
二
名

︵
一
三
％
︶﹆
摂
食
障
害
︱
二
名
︵
一
三
％
︶﹆
自
殺
未
遂
歴
︱
二
名
︵
一
三
％
︶﹆
統
合
失
調
症
︱
二
名
︵
一
三
％
︶﹆
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
︱
一

名
︵
七
％
︶︵
表
18
︶。

︵
17
︶
自
死
の
手
段

縊
首
︱
一
二
名
︵
六
〇
％
︶﹆
飛
び
込
み
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
刃
物
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
練
炭
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
飛
び
降
り
︱
一
名

︵
五
％
︶﹆
感
電
︱
一
名
︵
五
％
︶︵
表
19
︶。

︵
18
︶
月
別
自
死
者
数

一
月
︱
一
名
﹆
二
月
︱
二
名
﹆
三
月
︱
二
名
﹆
四
月
︱
四
名
﹆
五
月
︱
四
名
﹆
七
月
︱
二
名
﹆
八
月
︱
二
名
﹆
一
一
月
︱
一
名
﹆
不
明
︱

二
名
︵
表
20
︶。
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︵
19
︶
自
死
者
の
性
格
特
徴
︵
表
21
︶

Ⅰ
型　

正
義
感
﹆
責
任
感
強
い
﹆
真
面

目
﹆
完
全
主
義
﹆
融
通
性
乏
し
い
﹆
罪
責

感
強
い

Ⅱ
型　

頑
固
﹆
プ
ラ
イ
ド
高
い
﹆
わ
が

ま
ま
﹆
負
け
ず
嫌
い
﹆
怒
り
っ
ぽ
い

Ⅲ
型　

や
さ
し
い
﹆
繊
細
﹆
純
粋
﹆
大

人
し
い
﹆
従
順
﹆
よ
い
子

Ⅳ
型　

明
る
い
﹆
友
人
多
い
﹆
天
真
爛

漫
﹆
世
話
や
き

手　段 人数 （％）

縊　首 12 （60）

飛び込み 2 （10）

刃　物 2 （10）

練　炭 2 （10）

飛び降り 1 （  5）

感　電 1 （  5）

表19　自死の手段

月 人数 月 人数

1月 1 7月 2

2月 2 8月 2

3月 2 9月 0

4月 4 10月 0

5月 4 11月 1

6月 0 12月 0

不明 2

表20　月別自死者数

性格特徴 人数 （％）

Ⅰ　型 5 （25）

Ⅱ　型 4 （20）

Ⅲ　型 6 （30）

Ⅳ　型 4 （20）

不　明 1 （  5）

表21　自死者の性格特徴

Ⅰ型：正義感，責任感強い，真面目，完全
主義，融通性乏しい，罪悪感強い

Ⅱ型：頑固，プライド高い，わがまま，
　　　負けず嫌い，怒りっぽい
Ⅲ型：やさしい，繊細，純粋，大人しい，

従順，よい子
Ⅳ型：明るい，友人多い，天真らんまん，

世話やき

Ⅰ
型
︱
五
名
︵
二
五
％
︶﹆
Ⅱ
型
︱
四
名
︵
二
〇
％
︶﹆
Ⅲ
型
︱
六
名

︵
三
〇
％
︶﹆
Ⅳ
型
︱
四
名
︵
二
〇
％
︶﹆
不
明
︱
一
名
︵
五
％
︶。

以
上
﹆
自
死
者
に
関
す
る
事
柄
︵
12
︶～︵
19
︶︵
表
14
～
表
21
︶
を

分
析
し
た
。
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141 自死遺族のメンタルヘルス等の諸問題について

（
d
）
そ
の
他
、
明
ら
か
に
な
っ
た
事
柄

　
︵
i
︶
遺
族
に
関
す
る
こ
と

 

家
族
内
で
配
偶
者
間
や
親
子
間
で
﹆
考
え
方
や
感
情
の
ズ
レ
が
認
め
ら
れ
た
者　
　

九
名
︵
四
五
％
︶

 

身
内
︵
他
の
親
族
︶
に
自
死
し
た
と
い
う
事
実
を
開
示
し
な
か
っ
た
者　
　
　
　

一
一
名
︵
五
五
％
︶

 

遺
族
の
内
﹆
複
数
の
者
が
﹆
同
時
に
悲
嘆
反
応
を
表
し
た
者　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
名
︵
一
五
％
︶

 

そ
の
内
﹆
母
と
子
︱
二
件
﹆
父
母
と
子
︱
一
件
で
あ
っ
た
。

 

二
次
被
害
を
受
け
た
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
名
︵
三
〇
％
︶

 

具
体
的
な
加
害
者
と
し
て
は
﹆
警
察
や
救
急
隊
﹆
親
族
﹆
医
療
従
事
者
﹆
精
神
科
医
﹆
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹆
行
政
関
係
者
な
ど
で
あ

る
。

 

命
日
反
応
を
呈
し
た
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
名
︵
五
〇
％
︶

 

具
体
的
に
は
遺
族
が
自
死
者
の
命
日
に
さ
ま
ざ
ま
な
心
身
症
状
を
呈
す
る
場
合
を
命
日
反
応
と
定
義
し
た
。

 

医
療
従
事
者
に
対
し
て
不
満
を
も
っ
て
い
た
者　
　

八
名
︵
四
〇
％
︶

 

後
追
い
自
殺
を
試
み
よ
う
と
思
っ
た
者　
　
　
　

一
〇
名
︵
五
〇
％
︶

 

そ
の
内
﹆
多
量
服
薬
︱
二
名
﹆
ネ
ク
タ
イ
で
首
を
し
め
た
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
者
︱
一
名
。

 

な
お
﹆
後
追
い
自
殺
を
試
み
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
﹆
親
戚
か
ら
の
批
判
﹆
故
人
へ
の
思
慕
﹆
再
会
へ
の
希
望
﹆
配
偶
者
の
無
理
解
﹆

社
会
の
偏
見
﹆
精
神
疾
患
の
既
往
が
あ
り
﹆
そ
の
悩
み
の
た
め
等
で
あ
っ
た
。
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︵
ii
︶
自
死
者
に
関
す
る
こ
と

 
自
死
者
が
﹆
自
殺
を
遂
行
す
る
前
に
﹆
精
神
疾
患
の
既
往
を
も
つ
者
が
一
七
名
︵
八
五
％
︶
に
及
ん
だ
。

 

自
死
者
が
﹆
自
殺
を
遂
行
す
る
際
﹆
引
き
金
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
出
来
事
を
遺
書
や
遺
族
の
供
述
か
ら
ま
と
め
る
と
﹆
離
婚
﹆
不

倫
﹆
両
親
の
不
和
﹆
同
胞
の
婚
約
﹆
借
金
﹆
配
偶
者
の
叙
勲
﹆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
﹆
未
知
の
人
に
誘
わ
れ
練
炭
自
殺
を
行
っ

た
事
例
な
ど
が
認
め
ら
れ
た　

七
名
︵
三
五
％
︶

 

自
死
者
が
﹆
周
囲
の
人
に
自
殺
予
告
と
み
ら
れ
る
S
O
S
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
事
例　

一
〇
名
︵
五
〇
％
︶。

 

自
死
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
重
要
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

 

入
学
式
﹆
卒
業
式
﹆
誕
生
日
﹆
退
職
日
﹆
婚
約
式
﹆
叙
勲
日
な
ど
﹆
人
生
に
お
け
る
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
﹆
記
念
す
べ
き
日
の
前

後
に
自
死
が
決
行
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る　

六
名
︵
三
〇
％
︶

　
︵
iii
︶
自
死
者
が
遺
族
に
与
え
た
肯
定
的
影
響
に
つ
い
て

 

自
死
者
の
一
生
を
遺
族
が
回
想
︵
想
起
︶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹆
か
れ
ら
が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
﹆
遺
族
が
〝
身
代
り
〟

に
な
っ
て
﹆
自
死
者
の
志
を
受
け
継
い
だ
事
例
が
あ
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
自
死
者
の
心
の
軌
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
そ
の
遺

志
に
寄
り
添
い
﹆
教
育
﹆
福
祉
﹆
医
療
﹆
宗
教
﹆
政
治
﹆
学
問
な
ど
の
道
を
志
し
た
遺
族
が
い
る
。

ま
た
﹆
遺
族
に
は
﹆
自
死
者
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
肯
定
的
評
価
を
述
べ
た
者
も
い
る
。

 

自
死
者
が
書
い
た
芸
術
作
品
︵
絵
﹆
詩
﹆
音
楽
﹆
文
章
︶
か
ら
影
響
を
受
け
﹆
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

 

自
死
者
の
残
し
た
有
形
﹆
無
形
の
財
産
を
継
承
す
る
覚
悟
が
で
き
た
︵
財
産
の
中
に
は
﹆
物
的
財
産
だ
け
で
な
く
﹆
優
し
さ
や
大
切
さ

を
学
ん
だ
な
ど
精
神
的
財
産
も
含
ま
れ
る
︶。
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自
死
者
の
魂
と
祖
霊
と
自
然
と
自
分
と
が
﹆
一
体
と
な
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

 
遺
言
の
中
に
﹆
残
さ
れ
た
者
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が
書
い
て
あ
る
こ
と
を
知
り
﹆
慰
め
ら
れ
た
。

 
神
に
対
す
る
信
仰
に
め
ざ
め
た
。

 

自
死
者
が
出
る
前
は
﹆
家
族
内
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
が
﹆
死
別
後
﹆
家
族
内
の
絆
が
強
く
な
っ
た
。

 

自
死
者
の
よ
い
思
い
出
︵
た
と
え
ば
﹆
一
緒
に
旅
行
に
行
っ
た
こ
と
﹆
学
校
に
合
格
し
た
り
﹆
就
職
や
結
婚
が
決
ま
っ
た
時
﹆
共
に
喜

ん
だ
こ
と
な
ど
︶
の
み
が
今
も
自
分
の
心
の
中
に
生
き
て
い
る
。

 

自
死
者
が
生
き
て
い
た
と
き
に
あ
っ
た
拘
束
感
か
ら
解
放
さ
れ
﹆
楽
に
な
っ
た
。

 

自
死
者
を
追
悼
す
る
儀
式
を
行
う
と
慰
め
ら
れ
る
。
ま
た
﹆
毎
日
﹆
自
死
者
の
た
め
に
祈
る
と
か
れ
ら
に
出
会
え
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
心
が
安
ら
ぐ
。

 

自
死
者
が
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
あ
る
。
そ
の
た
め
﹆
毎
日
﹆
か
れ
ら
に
恥
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
し
よ
う
と
思
う
。

 

身
内
の
者
が
自
死
し
て
以
来
﹆
金
銭
や
持
ち
物
﹆
地
位
﹆
名
誉
な
ど
ど
う
で
も
よ
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

以
上
﹆
自
死
者
が
﹆
遺
族
に
与
え
た
肯
定
的
影
響
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

　
︵
iv
︶
わ
れ
わ
れ
の
調
査
結
果
と
認
定
N
P
O
法
人
で
あ
り
﹆
自
死
遺
族
支
援
団
体
﹁
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
﹂

︵
以
下
プ
ラ
ザ
と
す
る
︶
の
行
っ
た
﹁
電
話
相
談
﹂
の
内
容
⎠
2
⎝

と
の
比
較
。

冒
頭
で
も
記
し
た
よ
う
に
﹆
わ
れ
わ
れ
は
精
神
科
外
来
を
受
診
し
た
遺
族
を
対
象
と
し
て
色
々
な
角
度
か
ら
﹆
調
査
し
て
き
た
。
本
節
で

は
﹆
プ
ラ
ザ
が
受
け
た
電
話
相
談
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
﹆
そ
の
後
で
﹆
わ
れ
わ
れ
の
調
査
結
果
と
電
話
相
談
の
そ
れ
と
を
比
較

検
討
し
て
み
た
い
。
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ま
ず
﹆
プ
ラ
ザ
が
二
〇
一
〇
年
九
月
九
日
か
ら
一
二
日
ま
で
﹆
特
別
相
談
日
を
設
け
﹆
広
く
遺
族
か
ら
相
談
を
受
け
付
け
た
内
容
を
呈
示

す
る
。

遺
族
の
相
談
者
の
男
女
別
内
訳
と
年
齢
別
内
訳
を
﹆
表
と
グ
ラ
フ
に
表
す
︵
表
22
・
グ
ラ
フ
1
︶。
以
下
﹆
グ
ラ
フ
の
中
に
記
さ
れ
た
A

は
電
話
相
談
﹆
B
は
精
神
科
外
来
相
談
﹆
と
す
る
。

ま
ず
﹆
電
話
相
談
者
男
女
別
内
訳
︵
N
＝
五
〇
︶
を
呈
示
す
る
。
女
性
︱
三
三
名
︵
六
六
％
︶﹆
男
性
︱
一
七
名
︵
三
四
％
︶
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
お
い
て
﹆
精
神
科
外
来
を
訪
れ
た
者
︵
N
＝
二
〇
︶
の
内
訳
は
﹆
女
性
︱
一
五
名
︵
七
五
％
︶﹆
男
性
︱
五
名

︵
二
五
％
︶
で
あ
る
︵
表
4
︶
か
ら
﹆
両
者
と
も
﹆
女
性
か
ら
の
相
談
が
多
い
。

年
齢
別
内
訳
で
は
﹆
電
話
相
談
︵
表
23
・
グ
ラ
フ
2
︶
の
方
が
﹆
三
〇
代
︱
四
名
︵
八
％
︶﹆
四
〇
代
︱
一
七
名
︵
三
四
％
︶﹆
五
〇
代
︱

五
名
︵
一
〇
％
︶﹆
六
〇
代
︱
一
一
名
︵
二
二
％
︶﹆
七
〇
代
︱
二
名
︵
四
％
︶
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
﹆
精
神
科
外
来
を
訪
れ
た
者
の
内
訳
は
﹆
二
〇
代
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
三
〇
代
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
四
〇
代
︱
六
名

︵
三
〇
％
︶﹆
五
〇
代
︱
六
名
︵
三
〇
％
︶﹆
六
〇
代
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆
七
〇
代
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶
八
〇
代
︱
一
名
︵
五
％
︶
で
あ
る

︵
表
5
︶
か
ら
﹆
両
者
と
も
四
〇
代
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
﹆
五
〇
代
が
四
〇
代
と
同
数
で
あ
る

の
に
対
し
て
﹆
電
話
相
談
で
は
﹆
四
〇
代
の
次
に
六
〇
代
が
多
い
。

次
に
﹆
遺
族
が
﹆
誰
を
亡
く
し
た
こ
と
で
﹆
相
談
を
も
ち
か
け
て
来
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
比
較
し
た
。
ま
す
﹆
電
話
相
談
に
つ
い
て

表
と
図
を
示
す
︵
表
24
・
グ
ラ
フ
3
︶。

こ
の
電
話
相
談
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
﹆
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
が
最
も
多
く
一
六
名
︵
三
二
％
︶﹆
親
に
関
す
る
相
談
が
こ
れ
に

次
ぐ
一
二
名
︵
二
四
％
︶﹆
次
い
で
配
偶
者
︱
六
名
︵
一
二
％
︶﹆
兄
弟
︱
四
名
︵
八
％
︶
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
﹆
子
ど
も
︱
一
三
名
︵
六
五
％
︶﹆
同
胞
︱
三
名
︵
一
五
％
︶﹆
親
︱
一
名
︵
五
％
︶﹆
配
偶
者
︱
二
名
︵
一
〇
％
︶﹆

お
い
︱
一
名
︵
五
％
︶
で
あ
っ
た
︵
表
1
︶。
両
者
を
比
較
す
る
と
﹆
子
ど
も
が
自
死
し
た
こ
と
に
よ
る
相
談
件
数
が
最
も
多
い
こ
と
が
共
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性　別 人数

女　性 33

男　性 17

性　別 人数

女　性 15

男　性 5

表22・グラフ1　遺族相談者の男女別内訳

女性
33名
（66％）

男性
17名
（34％）

女性
15名
（75％）

男性
5名

（25％）

B
（精神科
外来相談）

A
（電話相談）

   30代
  4名
（8％）

     20代
2名

（10％）

70代
2名
（4％） 70代　2名

（10％）

80代　1名
（5％） 30代

1名
（5％）

40代
17名
（34％） 50代

6名
（30％）

60代　 2名
　　　  （10％）

60代
11名
（22％）

  50代
 5名

（10％）

  40代
 6名

（30％）

電話相談者の年齢 人数

30代 4

40代 17

50代 5

60代 11

70代 2

精神科外来相談者の年齢 人数
20代 2

30代 1

40代 6

50代 6

60代 2

70代 2

80代 1

表23・グラフ2　遺族相談者の年齢別内訳

B
（精神科
外来相談）

A
（電話相談）
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通
し
て
い
る
。
と
く
に
﹆
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
受
診
に
来
た
人

達
に
こ
の
傾
向
は
強
く
﹆
よ
り
悩
み
が
深
刻
で
あ
る
こ
と

が
﹆
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
自
殺
対
策
白
書
︵
平
成
二
一
年

度
︶
の
学
生
・
生
徒
の
自
死
者
数
に
つ
い
て
の
自
殺
統
計

に
よ
れ
ば
﹆
平
成
一
五
年
以
降
﹆
若
年
層
の
自
死
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
﹆
平
成
二
〇
年
は
﹆
前
年
に
比
べ
九
九
人

︵
一
一
・
三
％
︶
増
加
し
た
と
い
う
⎠
3
⎝

。
青
少
年
︵
三
〇
歳

未
満
︶
の
自
死
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
﹆
一
二
・
四
％

︵
平
成
二
〇
年
︶
で
﹆
そ
う
多
く
は
な
い
が
﹆
精
神
科
外

来
を
訪
れ
た
遺
族
も
﹆
電
話
相
談
の
内
容
も
﹆
子
ど
も
を

亡
く
し
た
親
か
ら
の
も
の
が
最
も
多
い
こ
と
は
﹆
今
後
の

対
策
を
考
え
る
上
で
﹆
考
慮
す
べ
き
事
柄
の
一
つ
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

な
お
﹆
電
話
相
談
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
﹆
以
下

に
記
す
⎠
4
⎝

。

 

周
囲
︵
親
戚
や
友
人
︶
の
偏
見
・
無
理
解　
　

一
〇

名
︵
二
〇
％
︶

 
自
分
が
相
手
の
気
持
ち
を
十
分
理
解
し
て
あ
げ
ら
れ

子ども
16名
（32％）

親
12名
（24％）

配偶者
 6名
  （12％）

兄弟 
4名
（8％）

子ども
13名
（65％）

同胞
3名

（15％）

親  1名
（5％）

配偶者    2名
　　　　（10％）

おい  1名（5％）

亡くした人は 人数

子ども 16

親 12

配偶者 6

兄弟 4

表24・グラフ3　誰を亡くしたかということの相談

亡くした人は 人数

子ども 13

同　胞 3

親 1

配偶者 2

お　い 1

B
（精神科
外来相談）

A
（電話相談）
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な
か
っ
た
﹆
寄
り
添
え
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
自
責
﹆
後
悔　
　

九
名
︵
一
八
％
︶

 
自
死
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
﹆
死
に
た
い
︵
後
追
い
自
殺
願
望
︶　

九
名
︵
一
八
％
︶

 
取
り
残
さ
れ
た
孤
独
﹆
将
来
へ
の
不
安　
　

六
名
︵
一
二
％
︶

 

近
隣
の
人
や
兄
弟
﹆
親
戚
に
自
死
を
ま
だ
言
え
な
い　
　

四
名
︵
八
％
︶

 

遺
産
相
続
﹆
家
主
か
ら
弁
償
金
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
﹆
金
銭
問
題　
　

三
名
︵
六
％
︶

 

怒
り
︵
息
子
の
自
死
に
伴
う
嫁
﹆
娘
の
自
死
に
伴
う
婿
へ
の
怒
り
︶　

二
名
︵
四
％
︶

次
に
﹆
こ
の
内
容
に
つ
い
て
﹆
精
神
科
外
来
相
談
の
内
容
等
と
電
話
相
談
内
容
と
を
比
較
し
﹆
若
干
考
察
を
加
え
た
い
。

周
囲
の
偏
見
・
無
理
解
︱
一
〇
名
︵
二
〇
％
︶
が
電
話
相
談
で
最
も
多
か
っ
た
が
﹆
精
神
科
外
来
受
診
者
で
も
六
名
︵
三
〇
％
︶
と
多

か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
﹆
一
般
人
や
自
死
遺
族
に
直
接
関
与
す
る
人
々
が
遺
族
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
﹆
自
死
者
と
そ
の
名
誉
を

守
る
た
め
に
﹆
啓
発
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

電
話
相
談
の
デ
ー
タ
か
ら
﹆
遺
族
の
自
死
者
に
対
す
る
罪
責
感
︵
自
責
感
︶﹆
後
悔
の
念
が
九
名
︵
一
八
％
︶
と
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

精
神
科
外
来
受
診
者
に
お
い
て
も
﹆
こ
の
傾
向
は
強
い
︱
一
二
名
︵
一
五
％
︶︵
表
12
参
照
︶。
精
神
医
学
的
に
は
﹆
こ
の
罪
責
感
に
ど
う
対

応
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
﹆
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
罪
責
感
を
も
つ
遺
族
は
﹆
故
人
が
自
死
す
る
に
至
っ
た
責
任
は
﹆
す
べ
て
自
分
に
あ

る
と
決
め
つ
け
﹆
自
分
を
責
め
る
。
臨
床
的
に
は
﹆
こ
の
罪
責
感
を
放
置
し
て
お
く
と
﹆
無
力
感
﹆
絶
望
感
﹆
自
己
否
定
感
に
囚
わ
れ
﹆
最

終
的
に
は
﹆
後
追
い
自
殺
願
望
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
危
険
性
が
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
電
話
相
談
で
も
﹆
自
死
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
﹆
自
分
も
死
に
た
い
と
訴
え
る
者
が
九
名
︵
一
八
％
︶
い
る
。
わ
れ
わ

れ
が
﹆
今
回
調
査
し
た
事
例
で
は
一
〇
名
︵
五
〇
％
︶
が
﹆
後
追
い
自
殺
し
た
い
と
訴
え
﹆
そ
の
内
二
名
は
﹆
実
際
に
多
量
服
薬
し
﹆
一
名

は
ネ
ク
タ
イ
で
首
を
つ
っ
た
が
﹆
未
遂
に
終
わ
っ
て
い
る
︵
一
四
一
頁
﹁
遺
族
に
関
す
る
こ
と
﹂
の
項
参
照
︶。
こ
の
よ
う
な
後
追
い
自
殺
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願
望
を
強
く
訴
え
る
事
例
に
つ
い
て
は
﹆
徹
底
し
た
専
門
家
の
介
入
を
行
う
こ
と
が
﹆
当
事
者
の
自
殺
を
予
防
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ

て
﹆
重
要
な
遺
族
対
策
の
一
つ
と
し
て
﹆
取
り
上
げ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

電
話
相
談
で
は
﹆
取
り
残
さ
れ
た
孤
独
や
将
来
へ
の
不
安
を
訴
え
る
者
が
六
名
︵
一
二
％
︶
い
る
。
こ
の
項
目
は
﹆
次
の
近
隣
の
人
々
や

兄
弟
﹆
親
戚
に
自
死
し
た
こ
と
を
言
え
な
い
四
名
︵
八
％
︶
の
者
と
深
い
関
連
性
が
あ
る
。
か
れ
ら
は
﹆
身
内
に
自
死
者
が
出
た
こ
と
を

周
囲
に
公
表
で
き
な
い
が
故
に
﹆
孤
立
し
不
安
に
陥
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
調
査
し
た
精
神
科
外
来
相
談
者
の
中
で
遺
族

が
﹆
身
内
が
自
死
し
た
と
い
う
事
実
を
開
示
し
な
か
っ
た
事
例
は
一
一
名
︵
五
五
％
︶
を
占
め
た
︵
一
四
一
頁
参
照
︶。
自
殺
対
策
白
書
で

は
﹆
遺
族
は
﹁
自
殺
を
死
因
と
し
て
語
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
﹆
そ
の
た
め
に
身
近
な
自
殺
を
自
分
も
し
く
は
﹆
家
族
な

ど
の
一
部
の
み
に
と
ど
め
孤
立
し
﹆
周
囲
を
交
え
た
悲
嘆
の
過
程
が
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
ま
す
﹂
と
記
し
て
い
る
⎠
5
⎝

。
ま
た
﹆

﹁
多
く
の
遺
族
は
﹆
孤
立
し
て
お
り
﹆
心
の
苦
し
み
を
誰
に
語
る
こ
と
も
で
き
ず
﹆
人
目
を
気
に
し
て
﹆
思
い
切
り
泣
く
こ
と
も
笑
う
こ
と

も
許
さ
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。︵
そ
の
結
果
﹆︶
遺
族
自
身
が
心
の
痛
み
に
よ
り
﹆
精
神
疾
患
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
﹆
最
悪
の
場

合
﹆
後
追
い
自
殺
の
危
険
も
生
じ
か
ね
な
い
﹂
と
し
て
い
る
⎠
6
⎝

。

　
︵
v
︶
わ
れ
わ
れ
の
調
査
結
果
と
平
成
二
〇
年
﹆
原
因
別
自
殺
者
数
及
び
割
合
︵
埼
玉
県
警
察
統
計
⎠
7
⎝

︶
と
の
比
較

埼
玉
県
警
察
統
計
に
よ
る
平
成
二
〇
年
に
お
け
る
埼
玉
県
内
の
自
殺
者
数
は
一
六
五
三
名
で
あ
り
﹆
そ
の
原
因
別
内
訳
は
﹆
グ
ラ
フ
4
の

通
り
で
あ
る
。
大
別
す
る
と
﹆
健
康
問
題
︱
八
八
三
名
︵
五
三
・
四
％
︶
が
最
も
多
く
﹆
経
済
・
生
活
問
題
︱
三
五
二
名
︵
二
一
・
三
％
︶﹆

家
庭
問
題
︱
一
五
五
名
︵
九
・
四
％
︶
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
さ
ら
に
﹆健
康
問
題
の
内
訳
を
示
す
と
﹆精
神
障
害
︱
六
一
二
名
︵
六
九
・
三
％
︶﹆

病
苦
︱
二
五
六
名
︵
二
九
・
〇
％
︶
等
が
多
い
︵
グ
ラ
フ
5
︶。
さ
ら
に
﹆
精
神
障
害
の
内
訳
は
﹆
う
つ
病
︱
三
四
二
名
︵
五
五
・
九
％
︶﹆

統
合
失
調
症
︱
一
二
六
名
︵
二
〇
・
九
％
︶﹆
そ
の
他
の
精
神
疾
患
︱
一
三
二
名
︵
二
一
・
六
％
︶﹆
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
︱
一
〇
名

︵
一
・
六
％
︶
で
あ
る
︵
グ
ラ
フ
6
︶。
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健康問題
883名

（53.4％）

精神障害
612名

（69.3％）

うつ病
342名

（55.9％）統合失調症
128名

（20.9％）

その他の
精神疾患
132名

（21.6％）

アルコール
依存症
10名

（1.6％）
病苦
256名

（29.0％）

身体障害苦
11名（1.2％）

　　　　家庭問題

 155名
（9.4％）

経済・生活問題
352名

（21.3％）

不詳  26名（1.6％）

その他  4名（0.5％）

その他  71名（4.3％）
学校問題  28名（1.7％）
男女問題  42名（2.5％）
勤務問題  96名（5.8％）

グラフ4　平成20年原因別自殺者数及び割合

グラフ5　健康問題の内訳 グラフ6　精神障害の内訳

（埼玉県警察統計）
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わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
よ
る
と
﹆
精
神
科
外
来
を
訪
れ
た
遺
族
か
ら
聴
取
し
た
結
果
﹆
自
死
者
が
﹆
自
死
を
決
行
す
る
前
に
﹆
精
神
科
へ

の
通
院
歴
が
あ
っ
た
も
の
は
一
七
名
︵
八
五
％
︶
で
あ
り
︵
一
四
二
頁
参
照
︶﹆
埼
玉
県
の
自
殺
統
計
に
お
け
る
精
神
障
害
者　

六
一
二
名

︵
六
九
・
三
％
︶
と
割
合
の
上
で
は
﹆や
や
多
い
。
精
神
障
害
の
内
訳
で
は
﹆う
つ
病
︱
三
名
︵
二
〇
％
︶﹆統
合
失
調
症
︱
二
名
︵
一
三
％
︶﹆

統
合
失
調
症
・
感
情
障
害
混
合
型
︱
二
名
︵
一
三
％
︶
で
あ
り
﹆
埼
玉
県
の
統
計
と
の
比
較
は
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
﹆
わ
れ
わ
れ
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
精
神
病
像
の
特
徴
と
し
て
は
﹆
不
登
校
﹆
家
庭
内
暴
力
﹆
自
殺
未
遂
﹆
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
﹆
摂
食
障
害
な
ど
﹆
は
っ
き
り

と
し
た
診
断
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
り
に
く
い
青
少
年
の
精
神
病
理
を
呈
す
る
事
例
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
︵
vi
︶
自
死
遺
族
と
そ
の
家
族
の
問
題

今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
﹆
遺
族
の
場
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
す
る
以
前
に
﹆
精
神
科
通
院
歴
︵
自
死
者
の
自
死
既
遂
前
︶
が
あ
る
者

が
一
一
名
︵
五
五
％
︶
あ
っ
た
︵
表
7
・
一
三
五
頁
︶。
他
方
﹆
自
死
者
の
場
合
自
死
を
決
行
す
る
以
前
に
﹆
精
神
疾
患
等
の
通
院
歴
を
有

す
る
者
は
一
五
名
︵
七
五
％
︶
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︵
表
17
・
一
三
八
頁
︶。
こ
の
よ
う
に
﹆
家
族
内
に
﹆
精
神
疾
患
等
﹆
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
問
題
の
あ
る
人
が
﹆
自
死
者
を
出
す
ま
で
の
期
間
﹆
複
数
同
居
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
﹆
か
れ
ら
の
家
庭
は
﹆

ハ
イ
リ
ス
ク
家
庭
と
し
て
﹆
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
﹆
平
成
一
九
年
度
に
地
域
の
精
神
保
健
活
動
に
従
事
し
て
い
る
保

健
師
か
ら
﹆
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
が
﹆
そ
の
結
果
﹆
自
死
者
が
出
る
確
率
が
高
い
の
は
ハ
イ
リ
ス
ク
家
族
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
⎠
8
⎝

。
ま
た
﹆
自
死
者
が
﹆
自
死
を
決
行
す
る
引
き
金
と
な
っ
た
出
来
事
を
調
べ
て
み
る
と
﹆
離
婚
﹆
別
居
﹆
不
倫
﹆
両
親
の
不
仲
な
ど
﹆
家

族
問
題
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
﹆
ま
た
﹆
遺
族
で
あ
る
配
偶
者
間
及
び
親
子
間
に
考
え
方
や
感
情
の
ズ
レ
を
呈
し
た
ケ
ー

ス
が
九
名
︵
四
五
％
︶
認
め
ら
れ
た
︵
一
四
一
頁
参
照
︶。

こ
の
よ
う
に
﹆
遺
族
の
支
援
を
行
う
た
め
に
は
﹆
と
く
に
﹆
家
族
を
中
心
と
し
た
治
療
的
介
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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ま
と
め

1
．
二
〇
〇
五
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
一
一
月
ま
で
の
五
七
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
﹆
某
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
た
患
者
の
内
﹆
受

診
し
て
か
ら
三
年
以
内
に
自
死
者
を
出
し
た
遺
族
︵
二
〇
名
︶
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
試
み
た
。

2
．
対
象
者
の
内
﹆
子
ど
も
を
亡
く
し
た
母
親
の
受
診
者
が
最
も
多
か
っ
た
。

3
．
遺
族
の
精
神
症
状
の
中
で
は
﹆
罪
責
感
と
怒
り
が
多
く
﹆
今
後
﹆
精
神
医
療
の
現
場
で
は
﹆
こ
れ
ら
の
症
状
に
対
す
る
対
応
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

4
．
罪
責
感
を
訴
え
る
患
者
︵
一
二
名
・
六
〇
％
︶
と
自
死
を
隠
し
て
お
き
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
︵
一
一
名
・
五
五
％
︶
が
﹆
ほ
ぼ
同
数
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
﹆
両
者
が
密
接
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
﹆
自
死
に
対
す
る
社
会
の

偏
見
﹆
差
別
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
﹆
罪
責
感
を
訴
え
る
ケ
ー
ス
と
後
追
い
自
殺
を
し
た
い
と
思
っ
た
と
訴
え
る
ケ
ー
ス

︵
一
〇
名
・
五
〇
％
︶
も
数
的
に
接
近
し
て
お
り
﹆
両
者
の
関
連
性
も
臨
床
心
理
的
立
場
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

5
．
対
象
者
︵
遺
族
︶
の
精
神
疾
患
等
の
既
往
歴
を
調
べ
た
と
こ
ろ
﹆
一
一
名
︵
五
五
％
︶
い
た
。
ま
た
﹆
自
死
者
の
場
合
﹆
精
神
疾
患
の

既
往
を
も
つ
も
の
は
一
五
名
︵
七
五
％
︶
い
た
。
ま
た
﹆
遺
族
間
で
﹆
配
偶
者
や
親
子
間
の
考
え
方
や
感
情
の
ズ
レ
を
呈
し
た
ケ
ー
ス

が
九
名
︵
四
五
％
︶
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
自
死
を
め
ぐ
る
背
景
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
﹆
支
援
者
は
こ
う
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
家
族

に
対
す
る
積
極
的
な
精
神
医
学
的
・
臨
床
心
理
学
的
介
入
﹆
調
整
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

6
．
後
追
い
自
殺
願
望
を
訴
え
る
事
例
︱
一
〇
名
︵
五
〇
％
︶
は
少
な
く
な
く
﹆
遺
族
に
な
っ
た
後
の
多
量
服
薬
例
二
名
﹆
実
際
に
ネ
ク
タ

イ
で
首
を
絞
め
失
敗
し
未
遂
に
終
わ
っ
た
例
が
一
名
い
た
。
こ
の
こ
と
は
﹆
自
殺
予
防
と
自
死
遺
族
支
援
と
が
﹆
無
関
係
で
な
い
こ
と
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を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

7
．
遺
族
は
﹆
医
療
従
事
者
に
対
す
る
不
満
が
多
く
﹆
医
療
従
事
者
に
対
し
て
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
関
す
る
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

8
．
遺
族
は
﹆
悲
嘆
体
験
の
中
に
あ
っ
て
﹆
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
積
極
的
な
生
き
方
を
模
索
﹆
探
究
し
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

9
．
自
死
者
の
多
く
は
﹆
自
殺
予
告
と
思
わ
せ
る
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
た
︱
一
〇
例
︵
五
〇
％
︶。
こ
の
こ
と
は
﹆
専
門
家
の
自
殺
予
防
対

策
や
一
般
へ
の
自
殺
を
防
止
す
る
た
め
の
啓
蒙
を
行
う
際
に
﹆
記
憶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10
．
自
死
者
は
﹆
誕
生
日
﹆
退
職
日
﹆
叙
勲
日
﹆
結
婚
の
決
定
を
決
め
る
日
﹆
入
学
式
﹆
卒
業
式
な
ど
﹁
け
じ
め
﹂
を
つ
け
る
日
の
近
く
で

決
行
し
て
い
る
事
例
︵
六
名
︶
が
目
立
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
﹁
け
じ
め
﹂
と
な
る
日
の
近
辺
で
自
死
し
て
い
る
と
い
っ
た
知
見
は
自
殺

予
防
の
た
め
に
重
要
な
サ
イ
ン
と
な
り
う
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
の
で
﹆
援
助
者
は
﹆
家
族
と
向
き
合
う
際
に
は
﹆
こ
の
点
に
つ
い

て
注
意
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

︿
付
記
﹀
こ
の
調
査
結
果
の
限
界

本
稿
で
は
﹆
他
の
調
査
結
果
と
比
較
検
討
し
た
が
﹆
事
例
が
少
な
い
た
め
﹆
検
定
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
﹆
統
計
学
上
の
限
界
が
あ
る

こ
と
を
﹆
予
め
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

本
論
文
は
平
成
二
十
年
度
及
び
平
成
二
十
一
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
の
一
部
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
﹆
こ
こ
ろ
の
健
康
科
学
研
究
事
業
︵
主
任
研
究
者
﹆
国
立
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー 

加
我
牧
子
セ
ン
タ
ー
長
︶
及
び
﹆

同
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
計
画
部
長
・
自
殺
予
防
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
長
﹆
竹
島
正
氏
の
支
援
を
受
け
た
。
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注

︵
1
︶ 

平
山
正
実
﹃
自
死
遺
族
を
支
え
る
﹄﹆
エ
ム
・
シ
ー
・
ミ
ュ
ー
ズ
﹆
二
〇
〇
九
年
﹆
二
〇
頁
。

︵
2
︶ 

認
定
N
P
O
法
人
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
﹁
特
別
相
談
﹂
の
実
績
報
告
︵
二
〇
一
〇
年
九
月
九
日
～
一
二
日
︶。
な
お
こ
の
事
業
に

つ
い
て
は
﹆
東
京
都
の
助
成
を
受
け
た
。

︵
3
︶ ﹃
自
殺
対
策
白
書
︵
平
成
二
一
年
度
︶﹄﹆
内
閣
府
編
﹆
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
﹆
一
〇
頁
。

︵
4
︶ 

前
掲
報
告
書
﹆
注︵
2
︶。

︵
5
︶ 

前
掲
﹃
自
殺
対
策
白
書
﹄﹆
一
〇
四
頁
。

︵
6
︶ 

同
﹆
八
七
頁
。

︵
7
︶ ﹁
平
成
二
〇
年
原
因
別
自
殺
者
数
及
び
割
合
﹂﹆
埼
玉
県
警
察
統
計

︵
8
︶ 

平
山
正
実
他
﹆
保
健
師
等
の
支
持
者
の
自
死
遺
族
と
の
か
か
わ
り
方
の
難
し
さ
と
そ
の
克
服
を
目
指
し
て 

︱︱
﹁
心
理
学
的
剖
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
活
用
し
た
自
殺
の
原
因
分
析
に
関
す
る
研
究
﹂﹆
平
成
一
九
年
度
﹆
総
括
・
分
担
研
究
報
告
書
︵
主
任
・
加
我
牧
子
︶﹆
一
七
三
頁
。
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